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平成 19年 度第 1回 (前期)発表会

平成 19年 5月 12日 (土)午後 1時 40分 から千葉大学総合校舎G棟 lF G-10教 室で平成 20

年度前期発表会が行われました。発表会のプログラムは以下に掲載します。

<プ ログラム>

開会 ・会長挨拶

1)運動負荷前のアルカリイオン水摂取がその後の運動及び回復期におけるガス代謝 ・血液性状に与える

影響

○伊藤幹、佐藤大毅、藤原健太郎 (千葉大学)、 服部祐兒 (東海学園大学)、村松成司 (千葉大学)

2)POMSテ ス トから見た高齢者対象健康増進プログラム前後の心理状態について

○佐藤大毅、伊藤幹、藤原健太郎、松下亜由子、相沢祐毅、村松成司 (千葉大学)

3)電解還元水摂取が漸増的最大負荷運動に及ぼす影響

○藤原健太郎、細野健、伊藤幹、佐藤大毅、村松成司 (千葉大学)、野口盛雄 (千葉工業大学)

の大学スポーツクラブ所属学生の体調管理における朝食摂取の影響について

○相沢祐毅、松下亜由子 (千葉大学)、 服部洋兒 (愛知工業大学)、 村松成司 (千葉大学)

5)むくみの症状軽減策としてのゲルマニウム貼付の効果について

○松下亜由子、竹永和久、藤原健太郎、村松成司 (千葉大学)、 野口盛雄 (千葉工業大学)

座長   吉見 譲 (国際武道大学)

6)中高年スポーツ愛好者の運動処方 そのI

O秋 田信也 (東邦大学)、 湯田秀行、中沢克江 (東邦大学)、 小泉佳右 (植草学園短期大学)、 下永田修

二 (千葉大学)

7)陸上競技の指導法に関する研究

一君津青葉高校での指導実践の検証一

〇民内利昭 (千葉県立君津青葉高等学校)、 廣橋義敬 (上総教育研究所)、櫻井健一 (国際武道大学)

8)大学とプロ野球球団の連携協定に関する学生の意識調査

○下永田 修二、西野 明、村松成司 (千葉大学)

副会長挨拶 ・事務局連絡
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平成 19年 度第 2回 (後期)発表会

平成 19年 12月 1日 (土)午後 1時 00分 から千葉大学総合校舎G棟 lF G-10教 室で平成

20年 度前期発表会が行われました。発表会のプログラムは以下に掲載します。

開会 ・会長挨拶

(一般研究)  座長 片岡 幸雄 ( 千葉大学 )    __

1)朝型活動運動部員の脳波パターンからみた意識状態の特徴について

○藤原利奈 ・井上貴恵 ・翁長孝憲 ・相澤祐毅 ・村松成司 (千葉大学)

2)安静時アルカリイオン摂取による血液性状、ガス代謝の変動について

○伊藤幹 ・佐藤大毅 ・藤原健太郎 (千葉大学)・ 服部佑兒 (東海学園大学)・ 村松成司 (千葉大

学)

3)安静時過酸化脂質動態に及ぼす電解還元水摂取の影響

○藤原健太郎 ・伊藤幹 ・佐藤大毅 ・松下亜由子 ・細野健 (千葉大学)・ 野口盛雄 (千葉工業た→ ・

村松成司 (千葉大学)

座長 菊地 俊紀  ( 東京海洋大学 )

のむくみの症状解消策としてのマッサージおよびス トレッチの効果について

○佐藤大毅 ・松下亜由子 ・藤原健太郎 ・伊藤幹 (千葉大学)・ 竹永和久 (神奈川県教員)0服 部洋

見 (愛知工業大学)・ 村松成司 (千葉大学)

5)現代大学生の生活習慣やBMIの 違いと体調との関連性について

○相沢祐毅 ・松下亜由子 0伊藤 幹 ・村松成司 (千葉大学)

6)高齢ウォーキング愛好者の食生活と運動習慣

○松下亜由子 ・伊藤幹 ・佐藤大毅 0片 岡幸雄 (千葉大学)・ 秋田信也 ・中沢克江 (東邦大学)・

村松成司 (千葉大学)

座長 佐藤 道雄 (千葉大学)

7)体育科 ・保健体育科体育分野における学習指導要領の発展的な在 り方を求めて

○廣橋義敬 (上総教育研究所)・金原勇 (武蔵野体育研究所)・ 齋藤冨美枝 (高洲第二小)。 今宮

公雄 (袖ヶ浦市教育委員会)・ 民内利昭 (千葉県立君津青葉高等学校)

(実践研究)

8)陸上競技の指導法に関する研究

一指導理論と指導実践の一致を目指して―

○民内利昭 (千葉県立君津青葉高等学校)、 廣橋義敬 (上総教育研究所)、

櫻井健一 (国際武道大学)

(一般研究)

9)運動教室参加高齢者の参加同期に関する研究

○中島悠介 ・飯田玲依 ・野田楯太郎 ・土屋峻人 ・山本真己 (順天堂大学)・ 中島一朗 (国際武道

大学)

副会長挨拶 ・事務局連絡
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平成 20年 度第 1回 (前期)発 表会

平成 20年 5月 10日 (土)午 後 2時 10分 から千葉大学総合校舎G棟 lF G-10教 室で平

成 20年 度前期発表会が行われました。発表会のプログラムは以下に掲載します。

<プ ログラム>

開会 ・会長挨拶

座長  吉見 譲 (国際武道大学)

(一般研究)

1)ラ グビーフットボールにおける トライ傾向に関する研究

～4レ ベルの比較検討とI大学ラグビー部の トライ評価～

○廣瀬恒平 ・安ケ平浩 ・黒須浩二 ・岩井優 (国際武道大学)

2)シ エア 0サ ッカーにおける間欠運動時の心拍変動について

○秋田信也 ・湯田秀行 ・中沢克江 (東邦大学)、 下永田修二 (千葉大学)、 小泉佳右 (植草

学園大学)、 坂本和雄 (徳重整形外科)

3)幼 児期の基礎体温低値と生活環境に関する一考察

〇小泉佳右 (植草学園大学)、 下永田修二 (千葉大学)、 真鍋求 (東京外国語大学)、 大木

みわ (植草学園大学)

座長  小泉 佳右 (植草学園大学)

4)日 常生活時の体調変化に及ぼすアルカリイオン水長期摂取の影響

○伊藤幹 ・藤原健太郎 (千葉大学)、 服部祐兒 (東海学園大学)、 村松成司 (千葉大学)

5)女 子運動部員の排便習慣と練習時の主観的感覚について

○井上貴恵 ・藤原利奈 (千葉大学教育学部)、 松下亜由子 ・村松成司 (千葉大学大学院人文

社会科学研究科)

(実践研究)

6)従 来型歩行と骨盤回旋を用いた歩行による筋放電量、筋活動パターンの比較

○坂本和雄 (徳重整形外科)、 秋田信也 (東邦大学)

7)指 導理論と指導実践の一致を目指して

○民内利昭 (千葉県立君津青葉高等学校)、 廣橋義敬 (上総教育研究所)、 櫻井健一 (国      :

際武道大学)

副会長挨拶 ・事務局連絡

-21-



資料 3‐2

平成 20年 度第 2回 (後期)発 表会

平成 20年 11月 29日 (土)午 後 1時 30分 から千葉大学総合校舎G棟 lFG-10教 室で平成 20

年後期発表会が行われました。発表会のプログラムは以下に掲載します。

開会 ・会長挨拶

座長  小泉 佳右 (植草学園大学)

(研究助成報告)

1)伸 張性筋収縮による筋損傷および遅発性筋痛が感覚一運動制御系に与える影響

○遠藤 隆志 (国立障害者リハビリテーションセンター研究所)

2)リ ズム性運動とセロトニン神経 :ペダリング運動の影響

○麓 正樹 (清和大学)

(一般研究)

3)閉 経後女性の形態および血液性状の変動に及ぼす大豆ペプチ ド長期摂取の影響

○松下亜由子 (千葉大学大学院)、 片岡幸雄 (千葉大学)、 秋田信也、中沢克江 (東邦大学)、 服部

洋兄 (愛知工業大学)、 村松成司 (千葉大学)

座長  麓 正樹 (清和大学)

4)体 育における学習意欲向上に関する実践的研究

一学習意欲向上プログラム作成の試み―

○高橋清孝 (千葉大学大学院)、 西野明 (千葉大学)

5)保 健室のリセット効果に関する考察

〇小尾敦子 (市原市立国分寺台中学校)、 米元まり子 (市原市立有秋中学校)、 村松成司 (千葉大学)

6)教 諭が期待する養護教諭の職務

○米元 まり子 (市原市立有秋中学校)、 小尾敦子 (市原市立国分寺台中学校)、 岸真紀子 (市川市立

冨美浜小学校)、 村松成司 (千葉大学)

座長  遠藤 隆志 (国立障害者 リハビリテーションセンター研究所)

7)ラ グビーのルール改正による影響について

○廣瀬恒平、安ヶ平浩、黒須浩二、岩井優 (国際武道大学)

(実践研究)

8)従 来型歩行と骨盤回旋を用いた歩行による心拍数の比較

○坂本和雄 (徳重整形外科)、 秋田信也 (東邦大学)

座長  下永田 修二 (千葉大学)

9)子 どもたちのイキイキ生活をめざして

○三浦綾子 (市原市立有秋東小学校)

10)現 代大学生の朝食摂取習慣と体調の関連について～身体的特性に着目して～

○相澤祐毅、松下亜由子、大山聡 (千葉大学)、 服部祐兒 (愛知工業大学)、 村松成司 (千葉大学)

副会長挨拶 ・事務局連絡
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